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沖合の大規模生簀を泳ぐ魚たちに、
海底配管から自動で餌を。
AIやIoTの技術とも連動させ、
日本の水産業に新たな息を吹き込む
新興国の経済発展、欧米における健康志向や和食ブームなどにより、
全世界の水産物消費量はこの20年で１億トンから２億トンへと倍増しています。
天然魚だけでは限界があることから、養殖業の生産量も増加する一方です。
ところが、日本では養殖に適した海域は飽和状態にあり、
水産業界における人手不足も深刻な問題となっています。
新たな海域での効率的な養殖を可能にすることで、
高まる水産物の消費にも応えていく̶。
私たちのエンジニアリング力で、
日本の漁業が抱える課題を解決する新規事業、
〈大規模沖合養殖システム〉について紹介しましょう。

三重県尾鷲湾沖／
大型浮沈式生簀システムにおけるブリの水揚げ
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C o n t e n t s

沖合の大規模生簀を泳ぐ魚たちに、海底配管から自動で餌を。
AIやIoTの技術とも連動させ、日本の水産業に新たな息を吹き込む
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CDQプラントの海外展開

経済発展に欠かせない鉄づくりを低炭素・省エネルギーへとシフト。
北京の合弁企業による活躍の舞台は、中国を越えてインドやベトナムへ

03

13

一般廃棄物溶融スラグの肥料化

独自の技術でごみを溶かして作られた砂が、
農作物の収穫量を20パーセント増やし、温暖化防止にもつながっていく
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